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当教育センターでは，平成１７年度より「少人数教育のよさ」を

生かした教育指導の工夫改善に関する研究を行ってきた。昨年度は，

「少人数教育のよさ」に係る意識調査を作成することにより，教師

の「少人数教育のよさ」を生かした教育指導の工夫改善の視点の具

体化及び教育指導の工夫改善の意識化が図られた。本年度は，「少

人数教育のよさ」を生かした教育指導のより一層の具体化を図り，

「少人数教育のよさ」が機能している事例の検証と機能するための

要件の解明を行うこととした。その結果，少人数学級における教師

に意識化された教育指導の工夫は，児童の学習状況等からその成果

や課題を見取りやすく，教師が教育指導の改善への見通しをもちや

すいことが明らかになった。その結果，児童の「少人数教育のよさ」

を生かした教育指導の工夫改善の感受に係る意識は，さらに向上した。
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ま え が き

60 年ぶりに教育基本法が改正され，教育再生は新たな第一歩を踏み出しました。教育全般に

ついて様々な課題が生じている中，知・徳・体の調和がとれ，生涯にわたって自己実現を目指す

自立した人間の育成を目指して，学校，家庭，地域など，社会全体が協力して教育改革に取り組

むことが求められています。これらの要望を受け，全国では，子どもたち一人一人の個性に応じ，

その能力を最大限に伸ばすために，各学校や地域の特長を生かし，きめ細かで創意工夫に富んだ

多様な教育が展開されているところです。

当教育センターでは，平成 13年度に少人数指導に係る実践的研究を，平成 16年度にはより効

果的な少人数指導の在り方を探るための児童生徒の志向性等を基にした学習集団の編成の仕方

や，児童生徒の状況に応じた学習指導の方法について研究を行いました。平成 17年度からは，「少

人数教育のよさ」を生かした教育指導の工夫改善に関する研究を行い，子どもの意識や学びの実

相を見取ることから，「確かな学力」をはぐくむ教育実践の充実に向けた改善の方向性を具体化

し，これらの課題の解決に資することを目的として，学習指導の領域の教育研究に実践的に取り

組んできました。平成 18 年度は引き続き，少人数学級において，そのよさを生かし，個に応じ

た指導のより一層の充実を図るための指導法の工夫改善に向けて，「少人数教育のよさ」を生か

した教育指導において，そのよさがどのように機能しているかの解明を行いました。

研究の内容については，まだまだ十分とは言えず，今後さらに究明していかなければならない

課題が多々ありますが，ご批正いただきますとともに，教育研究・教育実践の一資料としてご活

用いただければ幸いに存じます。

終わりになりましたが，これらの研究を進めるに当たり，ご指導をいただきました県立広島女

子大学生活科学部准教授有馬健雄先生，ご協力をいただきました研究協力校の先生方や関係各位

に厚くお礼申し上げます。

平成 19年４月

広島市教育センター

所 長 松田 了二
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お願いします。

Ｇ児 （自分のノートに記述した立論を読む。）

Ｔ 反論していきますよ。

あなたがたは集中すれば早くできる（一つ

めの理由）と言いましたが，やらされている

宿題では宿題そのものに意味がないのではない

ですか。

（Ｅ児のノートに，宿題の問題点として，『や

らされている宿題』との記述があり，それを

反論とした。そして，付箋紙②の『挑戦すれ

ば宿題が楽しくなる』という反論を引き出し

たかった。）

Ｅ児 それは先生が多く宿題を出したとしても，

中の内容が簡単だったらすぐ終わるので，宿

題はあっても問題ないと思います。

（Ｔの予想に反して，Ｅ児は，付箋紙⑥の反

論を読んだ。）

Ｔ （Ｅ児が適切に反論できていないことに気

付き，その反論は，理由３に対する反論が出

たときに読むものだと気付かせようと）宿題

は多いけど簡単だ（理由３）と言いましたが，

簡単じゃない宿題の場合はどうしたらいいん

ですか。

Ｅ児 簡単じゃなかったらすぐに終わらないから，

宿題はあっても別に問題はないと思います。

（Ｅ児は，付箋紙⑥の反論を読んだ。）

Ｔ では最後に結論を言ってください。

Ｆ児 （Ｆ児，ノートに書いている結論を読む。）

「宿題は，復習と，自分のため，そして，考

え，当たり前のことができるようになって，

勉強を楽しくするためです。つまり，ちゃん

とした大人になるための一歩です。」

Ｔ ここはね，よく考えています。

Ｇ児，（Ｅ児のノートを指さし）ここにね，

『やらされる宿題ではだめだ』と宿題の問題

点を挙げているから，ここをもっと考えてい

けばいいと思うよ。

Ｆ児，せっかくあれほどみんなにインタビ

ューして回りよったじゃろ。結論でそれ言っ

てくれるかなと思っとったんじゃけど，イン

タビューを結論に入れていけばいい。ちょっ

と短かったじゃろ。インタビューを入れんさ

い。

あと，目を見て堂々と。

＜第８時の分析と考察＞

担任教師は，練習場面でも，３人の児童

の課題を意識しており，特にＧ児，Ｆ児へ

のことばかけは適切である。教師が，個々

の児童の課題から設定した目標は，達成さ

れつつあると考える。しかし，Ｅ児がまだ

十分に反論を述べることができていないこ

とに対して，手だてを講じる必要がある。

＜第８時の振り返り＞

Ｅ児，Ｆ児，Ｇ児はそれぞれ第８時の学

習状況を，振り返りカードに以下のように

記述している。

Ｅ 児

Ｆ児

Ｇ児

教師は，以下のように振り返っている。

きょうのディベートはバッチリだ
った。メンバー全員がんばってディベ
ートをしていたからすごいと思った。
（自分が）反論をしっかり言ったら，
すごいことになるんだろうな～。 

ディベートに勝つには，メンバーの
協力が一番の方法。自分で引っぱるの
もいいけど，結論もメンバー（の協力）
できれいにできた。先生とのディベー
トで，弱点が分かった。 

みんなとてもよく話していた。ディ
ベートがだんだん楽しくなってきた。

 

 

ずいぶん，安心できる状

態になってきた。Ｅ児は，

全体の流れが分かってき

たようだ。しかし，まだ

十分反論できていないの

で，何か手だてが必要だ。
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最初のディベートでの立論ができなかっ

たことにより，「本番は必ずできるように

させたい」という教師の願いが生まれ，教

師の個々の児童をしっかり見取ろうとする

姿勢を生み出した。その見取りに基づいて

講じた手だてが，児童に届きやすく，効果

をあげやすいという点が，「少人数教育の

よさ」である。

(ｵ) 第９時の様子

第９時は，ディベート本番の時間である。

担任教師は，第８時が終わった時点で，反

論の反論を適切に述べられるように，相手

の立論の理由をメモしながら聞くようにと

指示をした。

担任教師が，児童の移動時間を短縮でき

るような机配置をしたので，８グループ全

４組のディベートと評価を，授業時間内に

行うことができた。

以下に，Ｅ児・Ｆ児・Ｇ児のディベート

本番の様子の記録を示す。

＜賛成側立論＞

Ｇ児 立論（ノート記録（図31）を基に，相手の

目を見て，堂々と述べる。）

＜反対側立論＞

Ｅ児 （反対側が述べる四つの理由をメモしてい

る。）

＜反論を述べる前の相談タイム＞

Ｅ児 「ノート代」と，「遊ぶ時間がなくなる」じ

ゃろ。

（ノートの付箋紙の中で，反論できるような付

箋紙を選び，Ｆ児，Ｇ児に確認してい る。）

Ｆ児 さっきの言葉はきついわ～。①

＜賛成側反論＞

Ｅ児 ノート代がかかると言いましたが，頭がよく

なるのだから，そういうお金は必要なのではな

メ
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いでしょうか。

遊ぶ時間が少なくなると言いましたが，集中

してやれば早くすませることができます。

＜反対側反論＞

Ｋ児 宿題がなかったらもっと遊べる。与えられた

ものをやるだけでは，力は付かない。

＜結論を述べる前の相談タイム＞

Ｆ児 そうだよな～。②（確かに相手の言うと

おりというようなニュアンス）

Ｅ児 （しきりに付箋紙に手をかけ，Ｆ児に見

せている。）

Ｔ 今二つ言ったことに対して反論を考える

んよ。Ｆ児が言うんだね。

～時間切れ～

＜賛成側結論＞

Ｔ いい，Ｆ児，ＯＫ？

Ｆ児 （緊張している様子）

Ｔ Ｆ児，固まっとるわ～。

Ｆ児 （立ったものの，反論が言えないので，Ｅ

児に相談している。）

Ｅ児 （いいアドバイスができずに困った顔をし

ている。）

Ｔ （Ｆ児に近寄って，小さな声で）反論何か

思いついたら言いんさい。なかったら結論だ

けでもいいよ。③ （ノートを指さす）これが

答えれんかったら，結論だけでいいよ。④（念

をおすように）これだけでいいよ。結論だけ

でいいんよ。⑤

Ｆ児 （少し間をおいて）反論については答えれ

ませんが，宿題は，復習と，自分のためにや

ります。そして，勉強を楽しくして，自分で

考え，当たり前のことができるようにします。

大人になってもちゃんと仕事ができるように

なるためにあります。つまり，いい大人にな

るための一歩を宿題でふみだすためにあ

るのです。

＜第９時の分析と考察＞

Ｅ児はメモを取ったことにより，「何に

反論すればよいか」が明確になり（要件

①），これまでで最も的確な反論ができる

ようになっている。また，相談タイムの時

にも，メンバーを気遣いながらリーダーシ

ップをとれるようになってきている（要件
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④）。

Ｆ児は，グループの中では自然に自分の

思いを言えるようになってきている（

部分①②）（要件③）。しかし，反対側の

反論に適切な反論がなく黙っている。この

状況は第５時と同じ状況であるが，教師は

Ｆ児に何度も受容的なことばかけをして，

（ 部分③④⑤）発言を促している。そ

の結果，Ｆ児は自ら「反論については答え

れませんが」と自分の状況を表明したうえ

で，グループのみんなで考えた結論を堂々

と述べることができた。その背景として，

ディベートというゲーム的な要素が醸し出

す雰囲気によって参加意識が高まったこと

（要件③）と，グループでの話し合いの積

み重ねで生まれた好ましい人間関係（要件

④），それによって創り上げた結論への自

信とそれを伝えたいというＦ児の意志（要

件①）が考えられる。

このことから，単元を通して，話し合い

活動の質的向上のための四つの要件が満た

されたと考えられる。

＜第９時の振り返り＞

Ｅ児，Ｆ児，Ｇ児はそれぞれ第９時の学

習状況を，振り返りカードに以下のように

記述している。

Ｅ児

Ｆ児

Ｇ児

自分の力を出し切れた。自分で結論
をしっかりできたので，すっきりし
た。 

本番はとてもよく話せていた。ディ
ベートはこういうものだと分かった。

本番だから緊張した。でも，自信が
持てた。Ｇ児がよくまとめていたから
すごいと思った。 

 

教師は，以下のように振り返っている。

担任教師は，第９時の学習状況全体を振

り返って，児童が反論を述べやすくするた

めに，「立論の理由を児童にメモさせるだ

けでなく，担任教師が黒板に書いて目に見

えるようにすればよかった」「相談タイム

をもう少しとればよかった」と，授業改善

のイメージをもった。

Ｅ児・Ｆ児・Ｇ児のディベートは，「と

てもうまくできた」という状況ではない。

しかし，話し合い活動の質的向上のための

四つの要件のうち，Ｅ児には要件①，Ｆ児

には要件③，Ｇ児には要件②が特に満たさ

れたということを，教師は具体的に振り返

ることができている。これは，担任教師が

個々の児童の課題を把握し，その課題から

ねらいを設定し，具体的な手だてを講じた

ことで，児童の変容を意識し評価できてい

ることの表れである。個々の児童に対して，

このような一連の有機的な教育指導を行う

ことができるのが，「少人数教育のよさ」

である。

(ｶ) 単元全体の分析と考察

前項ではＥ児・Ｆ児・Ｇ児の学習状況を

基に，分析・考察を行った。Ｅ児・Ｆ児は，

次のように単元全体を振り返っている。

 
Ｅ児には，ノートに書く，メモ

を取

るという手だてを示したことがよ

かった。何をすればよいのかがよく

分かるようになり，リーダーシップ

を発揮できた。

Ｆ児が「反論については答えれな

い」と，できないという自分の立場

をはっきりさせて堂々と言えたこと

は，自分の殻を破ったという点でも，

大いに評価したい。

Ｇ児は，相手の目を見て堂々と，
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Ｅ 児

Ｆ 児

このような児童の変容を促したのは，担

任教師のきめ細かな見取りに基づく指導・

支援である。Ｇ児を含む他の23名の児童に

ついても，教師は個々の課題からねらいと

手だてを設定し，教育指導の工夫改善を行

った。

単元の学習終了後に，児童は，学習全体

を振り返るために，「友達の話を聞きまし

たか」「自分の考えを伝えられるようにな

りましたか」「友達の考えを聞いて，自分

の考えがはっきりしたり，変わったりしま

したか」「みんなの前で自信をもって発表

しましたか」の四つの設問で，自己評価を

行った（図32）。

グループで仲よくなったから話し
やすくなって，それでたくさん意見を
出せるようになった。だんだん楽しく
なってきた。自分が意見を言った時，
Ｅ児やＧ児が分かりやすいように変
えてくれたりした。 

反論を言うのはむずかしかったけ
ど，結論をばっちり言えたからすっき
りした。自分でもみんなの前でがんば
れば発表できる。できるなら，またメ
ンバーの３人でディベートをしてみ
たい。 

 

ディベートがこんなにむずかしい
とは思わなかった。きんちょうして声
も出せないほどだった。終わったとき
には，自分が一番ミスしたかな～と思
った。 

でも，自分がまとめ役として，自分
の考えを伝えられたし，みんなの前で
どうどうと反論したし，自分に自信が
ついた。 

 

図32 児童の自己評価

これらの設問の中で，児童が最もできる

ようになったと意識しているのは，「友達

の話を聞く」である。その理由として，児

童は「ディベートで勝ちたいし，メンバー

で仲良くしたいから。」「自分たちの意見

をまとめないといけないから。」「ちゃん

と聞いておかないと，反論できなくなるか

ら。」「自分たちの意見をみんなにちゃん

と聞いてほしいから。」等を挙げている。

このことは，本単元を通して，第５学年

の国語の学習内容である「Ａ話すこと・聞

くこと」の指導事項のイ「話し手の意図を

考えながら話の内容を聞くこと。」に係る

力が伸びてきたということの表れであると

考えられる。

次に，「少人数教育のよさ」を生かすた

めに講じた以下の三つの手だてが，担任教

師の教育指導の工夫改善にどのように機能

したかという視点で，分析・考察を行う。

＜手だて１＞

○ グループ構成

児童同士の親密度が高いというよ

さを生かして，教師が意図的にグル

ープメンバー（３人～４人）を決め

る。その際，個に応じた指導の工夫

をしやすいというよさを生かして，

個々の課題を考慮し，誰もが役割を

61.5 30.8 3.8 3.8
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もち，発言できるようなメンバー構

成にする。

担任教師が個々の児童の長所や課題をも

とに，明確な意図をもってメンバーを構成

したので，その意図に基づいた見取りをす

ることができた。生活班と別のグループに

したことにより，児童の間に新たな関係が

生まれ，参加意識や役割意識を高めるきっ

かけとなった。

＜手だて２＞

○ グループの評価

グループ数が少なく，見取りがし

やすいというよさを生かして，評価

シートを活用し，一時間で，計画的

に全グループの話し合いを評価す

る。グループの毎時間の記録をその

日のうちに評価し，その評価に基づ

いて次時の話し合いの支援を行う。

担任教師は，最初はノートに話し合いの

内容を記録しているかどうかだけを見てい

たのだが，次第に何を書いているのか，ど

のような話し合いがなされているのかを読

み取ろうとするようになった。そのことに

より，個々の児童に対して，よりよい指導

や支援を講じることができた。

＜手だて３＞

○ 個人の評価

個人の見取りがしやすいというよ

さを生かして，振り返りカードで毎

時間の話し合い活動を振り返らせ，

個々の学習を毎時間評価し，その評

価に基づいて次時の活動の支援を行

う。

「振り返りカード」は短時間で読むこと

ができ，児童の内面をつかむこともできる。

そのため，担任教師は，これまでも自分の

授業の振り返りの拠り所としていた。授業

中の見取りと，個々の振り返りカードの記

述にずれがあった場合，その児童やグルー

プに対する手だてを改善するきっかけとな

った。

以上のように，「少人数教育のよさ」を

生かした教育指導の工夫改善により，少人

数教育のねらいである「個に応じた指導」

の充実が図られたと言える。

ウ 成果と課題

(ｱ) 担任教師の意識の変容

本単元終了後に，教師用の２回目の意識

調査を行った。児童同士の話し合い活動の

質的向上の意識に係る「問12：学習指導に

おいて，児童が十分に話し合う時間を設定

していますか」及び「問13：学習指導にお

いて，児童がお互いのよさを認め合えるよ

うな話し合い活動の工夫をしていますか」

に対して，担任教師は，どちらとも単元前

と同様「概ねしている」と回答している。

しかし，本単元の指導を終えて，自分で

意識できるようになった「少人数教育のよ

さ」を生かす教育指導の工夫として以下の

ように記述している。

① 教師のおおよその判断で指導や支

援をするのではなく，その子に合っ

た，本当にきめ細かなことばかけを

すること。

② 児童が席に座っている時でも，児

童の口の動き，目の動きを見逃さな

いようにすること。

③ 教師が直接指導していくだけでな

く，リーダーを育成し，そのリーダ

ーの姿を見て，他の児童が育ってい

くような雰囲気づくりを重視するこ

と。

担任教師は教職経験２年目の教員で，本
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単元の指導に当たっては，「何度も壁にぶ

つかり，試行錯誤の繰り返しであった」と

振り返りの中で述べている。

このような状況の中で，前述のように，

担任教師が児童をきめ細かに見取ること

（①②）や，児童同士のかかわりを育てる

こと（③）を具体的な実感をもって意識で

きるようになり，実際の指導に生かしてい

た。本単元の実践を通して，担任教師自身

の力量も伸びたと言える。

このように，少人数教育においては，個

々の児童の見取りが容易であるため，教師

自身の変容が促されやすく，その教師の変

容が児童の変容を促すという，よい循環を

築きやすい。これこそ「少人数教育のよさ」

が機能している状況であると言える。

(ｲ) 児童の意識の変容

このような取り組みを行ったことで，Ｄ

組児童の意識がどのように変化しているか

について探るため，平成18年度の調査研究

で行った２回の意識調査（７月，12月）に

加えて，Ｄ組の児童26名のみを対象として，

３回目の調査を２月に実施した。

その結果をもとに，児童の意識の変容に

ついて分析・考察をする。

まず，「問１：学校での勉強はよくわか

りますか」に対して，３回目は否定的回答

が０％になっている（図33）。

図33 「問１：学校での勉強はよくわかりますか」に対す

るＤ組の児童の意識
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次に，「問２：学校での生活は楽しいで

すか」に対して，問１と同様に，３回目は

否定的回答が０％になっている（図34）。

図34 「問２：学校での生活は楽しいですか」に対するＤ組の

児童の意識

「勉強がよくわかる」（学習の理解度へ

の意識）「学校が楽しい」（生活の充実度

への意識）という児童の学校生活の基軸と

なる項目の意識が肯定的であることから，

本学級の学校生活の充実ぶりがうかがえ

る。

児童同士の話し合い活動の質的向上の意

識に係る設問「問７：授業中，勉強のこと

で友達と相談していますか」に対して，３

回目は否定的回答の割合が０％になってい

るとともに，「よくしている」と回答した

児童の割合が増加している（図35）。

図35 「問７：授業中，勉強のことで友達と相談していますか」

に対するＤ組の児童の意識
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また，「問８：授業中，友達の意見や考

えのよさを感じることがありますか」に対

して，否定的回答群の割合が減少し，「よ

くある」と回答した児童の割合が全体の約

６割に達している（図36）。

図36 「問８：授業中，友達の意見や考えのよさを感じること

がありますか」に対するＤ組の児童の意識

以上の結果から，児童同士の話し合い活

動の質的向上は図られたととらえることが

できる。

なお，担任教師は，どの児童がどのよう

な回答をしたかについては把握している。

各設問において否定的回答をした児童につ

いて改めて見取りを行い，課題を把握し，

個別のねらいと手だてを設定して，教育指

導の工夫改善を行う必要がある。

(2) Ｂ小学校第２学年Ｈ組（21名）におけ

る実践

Ｂ小学校第２学年Ｈ組では，「少人数教

育のよさ」を生かした教育指導の工夫改善

の視点を次のように設定した。

学習面

「児童同士の話し合い活動の質的向上」

を図る（学級全体での話し合い活動）

ア Ｂ小学校の取り組みの概要

前述のＡ小学校と同様に児童同士の話し
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合い活動における質的向上に視点を当てた

取り組みであるが，Ｂ小学校においては，

少人数のよさを生かして学級のすべての児

童を巻き込んだ学級全体での話し合い活動

に視点を当てている。

イ 第２学年Ｈ組の取り組み

Ｈ組では，担任教師が普段から一人でも

「わからない」という児童がいれば，全員

が納得いくまで話し合うような学習になる

ように心がけていた。そのために，担任教

師は少人数のよさを生かして児童一人一人

の表情等をよく見ながら授業を進めてき

た。その成果と課題を明らかにするために，

１回目の授業研究を行った。

授業研究として行ったのは，２学期の国

語科『ビーバーの大工事』である。「全員

が納得いくまで話し合うような学習にな

る」ことをねらいとして，ビーバーがダム

をつくる理由を探る学習の中に，学級全体

での話し合いの場を設けた。その結果，多

くの児童が話し合いに参加して，自分なり

に理由を考え発表することができていた。

その中で，次のような課題が見えてきた。

【課題】

○ 教師は児童一人一人の意見を大切

にしているものの，机間指導での個

々の児童の学習状況の見取りが不十

分であったため，児童の意見を有効

に活用することができず，結果とし

て児童の思考の流れを中断する場面

がある。

○ 机間指導は，教育上の配慮が必要

な児童への指導が中心になってしま

い，児童全体へ個別指導が行き届い

ていない。

○ 話し合いは盛り上がっていたもの

の，話し合いに参加していない児童

も数人いた。このような児童の思い

や考えをどのように見取って，具体
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的にどのような対応を想定しておく

かが明確にされていない。

担任教師は，授業を計画する段階では，

学級の人数が少ないことから，児童一人一

人の表情等を細かく見取ろうという意識を

もっていた。しかし，授業が始まると話し

合い活動に意識が向き，予定していたよう

には見取りができていなかったことを振り

返っている。これらの課題を改善するため

に，具体的な手だてを講じて２回目の授業

研究に向けた取り組みを進めていった。

ウ 教育指導の工夫改善の手だてと実践

(ｱ) 教育指導の工夫改善の手だて

担任教師は，話し合い活動の質的向上を

図り，ねらいとしている「全員が納得いく

まで話し合うような学習になる」ためには，

次の三つの要件が必要であると考えた。

① 思考時間を確保し，学習状況を見

取る

② 計画的な机間指導によって児童の

学習状況を見取り，適切に支援する

③ 話し合いの場では，見取りに基づ

いて個々の児童の考えを計画的に引

き出す

そして，それぞれの要件について，「少

人数教育のよさ」を生かした主な手だてを，

次のように具体化した。

＜①について＞

○ 学習課題を明確に示し，提示後に児

童が思考する時間を十分に確保する。

○ 児童一人一人の表情や思考の状況を

見渡し，学習状況を見取る。

＜②について＞

○ 児童一人一人が思考したり，操作活

動をしたりする場面において，短い時

間で計画的に全員の学習状況を把握す

る。

○ 机間指導の一巡目には学級の児童全

員の学習の理解状況を見取り，二巡目

以降に個別指導の必要な児童への支援

を行うように努める。

＜③について＞

○ 上記の①②により見取った児童一人

一人の意見や考え等を，学級全体での

話し合い活動の場において計画的に引

き出し，学級全体で共有化できるよう

にする。

(ｲ) 授業の実際

上記の手だてを講じた取り組みを継続

し，２回目の授業研究を行った。

３学期の国語科『かさこじぞう』の授業

で，お地蔵様がじいさまだけでなく，ばあ

さまも探しているのはなぜか等について考

えることをめあてとして，話し合いの場を

設けた。授業は，落ち着いた雰囲気の中で

進み，多くの児童が自分の意見をもつて話

し合いに参加し，教師は，児童一人一人の

言葉に耳を傾けていた。

次に示すのは，担任教師が児童の学習状

況を見取り，児童の発言をつないでいくこ

とで，話し合いが質的に高まっている授業

の様子である。

担 任 教 師 （Ｔ） 児 童 （Ｃ）

1 「どうしてお地蔵様は，こんなにいろいろな物を持ってきたんだろ

う？」と言って，課題を記したカードを黒板に貼る。

1 多くの児童が手を挙げている。「恩返し。」という児

童もいる。

2 「たくさん手が上がっているから…，じゃあ，まずはこれに書いてく

れる？」と言って，ワークシートを配付する。
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2 「イェーイ。」ワークシートに書き始める。

3 ワークシートに書く時間を約７分間確保する。その間，机間指導を行

う。一人一人の児童がワークシートに記入している様子やその内容を

丁寧に見ている。全員の児童の様子を一通り見終えた後，個別支援が

必要な児童のところへ行き，言葉をかける。

3 「書けた。」「いっぱい書けた。」と，学級の半数近く

の児童が声を出す。

4 そのうちの一人の児童を指名する。

4 「木の陰もないふきっさらしの寒そうなところの地

蔵にかさこをかぶせたからです。」

5 手を挙げている児童に発言を促す。

5 「お地蔵様がじいさまのところへいろいろな物を持

っていったのは，かさこをかぶせてくれた恩返しの

ためだと思います。」

6 「分かりました。」「同じです。」と，挙手していた他

の児童もこれらの意見に賛同している。

6 ばあさまにも目を向けさせたいという思いで「みんなは，『お礼に』と

か『恩返しに』に持ってきたんだと思うんだよね。じいさまになんだ

よね。」と言う。

7 「もう一度，お地蔵様の歌を読んでみて。」と言った後，児童の音読の

様子を見ている。

7 お地蔵様の歌を音読する。

8 「『ばあさまはどこだ』って言っている…。」と，小

さな声でつぶやく。

8 つぶやき（Ｃ８）が聞こえ，身を乗り出してその意見を聞いている。

そして，すかさずこの児童に皆の前で発表するように促す。

9 「お地蔵様がかさこをかぶせてもらったときには，

ばあさまはいなかったはずなのに，なぜかお地蔵様

の歌には『ばあさまのうちはどこだ』って言ってい

ます。」

9 「もう一回読んでみて。もう一回。」

10 お地蔵様の歌を音読した後，地蔵様がなぜ「ばあさ

まはどこだ」と言っているかについて，児童は近く

の席の友達と相談を始める。

10 前に座ったまま，児童が相談している様子を見渡している。

11 「なんでばあさまのうちにいくんだろう？」「おかし

いよね。」と隣の児童に語りかける。児童一人一人の

課題になってきている。

11 「みんなさぁ，『お礼に持って来た』って言ったよね。でも，ここには，

『ばあさまのうちはどこだ』って…。」

12 「あっ，分かった。」「分かった，分かった。」

児童の挙手が増えてくる。

12 「近くの人と話してみる？」と言った後，児童が相談している様子を

一通り見て回る。

13 「じゃあ，教えてくれる？」と言って，児童を指名する。

13 「なぜ，ばあさまが歌に入っているかというと，ば

あさまがかさこを作ったからです。なぜ地蔵様が分

かったというと，神様で…忘れました。」

14 （Ｃ13）の発言をした児童と相談していた児童が挙手していたので発

言を促す。

14 「（Ｃ13）さんを助けます。僕はお地蔵様が神様だと

思っているから，ばあさまが作ったことは分かって

いるんだと思います。」

15 「似ています。ばあさまとじいさまが心を込めてか

さこを作ったから，じいさまがお地蔵様にかさこを

かぶせたとき，お地蔵様にもばあさまのことが通じ

たんじゃないかな。」
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16 「あ～。」と言い，何人かの児童が納得する。

17 「気持ちが伝わったんじゃないか…。」とつぶやく。

15 （Ｃ15）で納得して，自分の言葉で言い直してつぶやいている児童（Ｃ

17）に気付き，発表を促す。

18 「ばあさまの気持ちが伝わったんだと思います。」

19 さらに多くの人数が「あ～。」「なるほど～。」という

声を出して納得している。

20 「そうじゃ，心を込めたのが伝わったんじゃ。」「ば

あさまの優しい気持ちが伝わったんじゃ。」等，一人

一人の児童が口々に自分の言葉に直してこのことを

捉え直している。

16 「さっき，（Ｃ21）君たちが話していたと思うけど…。あれを言ってく

れるかな。」と言って発言を促す。

21 「何で，お地蔵様は動くんだろう。お地蔵様は石で

できているから，動こうと思って動けないと思いま

す。」

17 「（Ｃ22）君たちも言ってたね。」

22 「不思議なお話じゃけぇかね？」

18 「（Ｃ23）君と（Ｃ24）さんたちが話していたのを教えてよ。みんなと

少し違うところに目を向けてたんよね。何でばあさまのことが伝わっ

たか。何でばあさまにも持ってきたのか。」

23 「え～，何じゃったかいね。忘れた。」

24 手を挙げて発言する。「私は，ばあさまもじいさまと

同じ家族だから，じいさまだけに恩返しするわけに

はいかないし，一緒に食べてもらわないと幸せな正

月にならないと思います。」

25 「ばあさまはまず，じいさまのことを心配していて，

その後，地蔵様のことも心配しているから，ばあさ

まにも持ってきたんじゃないか。」

26 「思い出した。（Ｃ25）君に似ていて，先にじいさま

の心配をして，それから地蔵様の心配をして，地蔵

様はいつもみんなのことを見ていて，ばあさまのこ

とも見ているので，ばあさまの優しさがわかってい

るから，持ってこれた。」

19 「やさしさじゃね。」

こうして，児童は，民話の魅力に引き込

まれて，さらに読みを深めていった。

エ 教育指導の工夫改善の手だての成果

学級全体での話し合い活動の質的向上を

図るために，担任教師が三つの要件に基づ

き工夫改善した手だてについて，上記の授

業の様子から次のように分析する。

(ｱ) 「思考時間を確保し，学習状況を見取

る」ことの成果

課題を示した後，ワークシートに記入さ

せる時間を十分に確保したことで，担任教

師は，児童一人一人の思考の状況等を丁寧

に見取ることができている（Ｔ３）。この

時間を十分に確保したことで，児童は自分

の意見を表現することができ，満足感・充

実感のある発言（Ｃ３）に結び付いている

と考える。

また，児童が友達と相談している様子を

見渡して（Ｔ10），なぜ，地蔵様がばあさ

まのうちを探すのかについて，児童一人一

人が自分の課題として捉えていることが伺

える発言（Ｃ11）を確認している。その後，

担任教師は，児童が課題解決に向けて友達

と相談している様子を一通り見て回り（Ｔ

12），児童一人一人の理解状況を把握しよ

うとしていた。
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児童が思考する時間を十分に確保するこ

とにより，担任教師は児童一人一人の表情

や思考の状況を十分に見取ることが可能に

なったと言える。

(ｲ) 「計画的な机間指導によって児童の学

習状況を見取り，適切に支援する」こと

の成果

前述のように，担任教師は十分に思考時

間を確保することにより，全員のワークシ

ートに書き込んだ内容を一通り見て回り，

その後で，個別支援が必要な児童のところ

へ行き，言葉をかける等の支援を行うこと

ができた。前回の授業研究では，個別支援

が必要な児童のところへ行ったまま，その

児童への個別支援に時間を要してしまい，

他の児童へかかわることができていなかっ

た。その時と比べると，いずれの児童に対

しても，計画的な机間指導をすることでそ

れぞれの学習状況の見取りや必要に応じた

個別支援ができるようになった。

(ｳ) 「見取りに基づき個々の児童の考えを

計画的に引き出す」ことの成果

担任教師は，児童がじいさまの優しさに

は気付くものの，ばあさまの優しさに気付

きにくいと判断し，地蔵様の歌をもう一度

読ませた（Ｔ７）。児童が音読している様

子を見取っているとき，地蔵様の歌の歌詞

にばあさまが出ていることを不思議に思っ

ている児童のつぶやき（Ｃ８）が聞こえた。

担任教師は，それに気付き，皆の前で発表

させ，この気付きを全員で共有しようとし

ている（Ｔ８）。児童の人数が少ないこと

を生かして，児童一人一人のつぶやきに耳

を傾けたことで，児童一人一人が自分の課

題として捉えることができるようになる場

面（Ｃ11）につながっていると考える。

また，課題について友達と相談している

様子を見取り（Ｔ12），この授業でまだ発

言していない児童を指名している（Ｔ13）。

この児童は最後まで自分の思いを伝え切る

ことができなかった（Ｃ13）が，その思い

を伝えることができるのは相談相手の隣の

席の児童であると判断した担任教師は，援

助の発言を促した（Ｃ14）。この発言を受

けて，他の児童も自分なりの考えを発表し

たり，友達の発表に納得したりしている。

さらに，担任教師は友達の発言に対してつ

ぶやいている児童（Ｃ17）に気付き，皆の

前での発表を促した（Ｔ15）。この児童の

発表に対し，さらに多くの児童が納得をし

ていた（Ｃ19）。

下に示しているのは，（Ｃ15）の発言を

した児童の授業後の感想である。この記述

からも，他の児童のつぶやきを，一人一人

の児童が自分の言葉で捉え直している様子

（Ｃ20）が伺える。

○○くんは，「心がつたわったんじ

ゃないのかな。」と言ったいけんがな

るほどなとおもいました。

担任教師は「お地蔵様を動かしたものは

何か」についてさらに読み深めようとして，

（Ｔ12）の机間指導で見取ったことに基づ

いて，児童に発言を促した（Ｔ16）（Ｔ18）。

発言を促された直後は思い出せないことを

伝えていた（Ｃ23）が，ばあさまの優しさ

にふれる発表をした（Ｃ25）を聞いて思い

出し，じいさまだけでなく，ばあさまの優

しさが動かぬはずの地蔵を動かしたことを

発表（Ｃ26）することができた。こうして，

児童はさらに民話の読みを深めていった。

Ｂ小学校第２学年Ｈ組では，学級全体で

の話し合い活動の質的向上を図るために，

前述（ｐ29）のように，以下の三つの要件

に基づいて具体化した手だてを講じた取り

組みを進めてきた。

① 思考時間を確保し，学習状況を見

取る
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② 計画的な机間指導によって児童の

学習状況を見取り，適切に支援する

③ ①②の見取りに基づいて個々の児

童の考えを計画的に引き出す

児童が少人数であることで，担任教師は

児童の学習状況をより的確に見取ることが

できる。そのよさを生かして，担任教師が，

児童のつぶやき等をその場で取り上げ，学

級全体で共有することを通して，児童が互

いの意見をしっかり聞いて自分の考えをつ

なげようとする学び合いが生まれた。多様

な意見により，話し合いに広がりや深まり

が見られ，話し合いが質的に向上している

様子が伺える。

オ 児童の意識の変容

このような取り組みを行ったことで，Ｈ

組児童の意識がどのように変化しているか

について探るため，平成18年度の調査研究

で行った２回の調査（７月，12月）に加え

て，Ｂ小学校第２学年Ｈ組の児童21名を対

象として，３回目の調査を２月に実施した。

図37は，「問４：授業中，じっくりと考

えながら勉強をしていますか」に対するＨ

組児童の意識の変容を示したものである。

図37 「問４：授業中，じっくりと考えながら勉強をしていま

すか」に対するＨ組の児童の意識

「そうしている」「まあまあそうしてい

る」という３回目の肯定的な回答は，２回

目に比べて増加している。特に，「そうし

85 10 5 0

66.7 23.8 9.5 0

68.4 10.5 15.8 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３回目（２月）

２回目（12月）

１回目（７月）

問４：授業中，じっくりと考えながら勉強をしていますか
（平成18年度）

そうしている まあまあしている あまりしていない していない

ている」の回答が大きく増加した。児童が

授業中にじっくりと思考することができる

時間を教師が意識して確保するように取り

組んだことで，多くの児童が「授業中，じ

っくりと考えながら勉強をしている」と実

感していると言える。

図38は，「問11：教室では，自分の思っ

たことや考えたことを言えますか」に対す

るＨ組児童の意識の変容を示したものであ

る。

図38 「問11：教室では，自分の思ったことや考えたことを言

えますか」に対するＨ組の児童の意識

この質問においても，３回目の「しっか

り言える」「まあまあ言える」という肯定

的な回答の割合が２回目に比べて増加して

いる。特に，「しっかり言える」の回答の

割合が大きく増加した。

担任教師は，日頃から児童のいろいろな

意見や考えを受容的な態度で受け止めてい

る。今回の取り組みにおいても，児童一人

一人のつぶやきにしっかり耳を傾けてお

り，その教師の態度が，児童の友達の意見

を聞く態度に影響を及ぼしていると考えら

れる。その結果，「教室では，自分の思っ

たことや考えたことを言うことができる」

という意識をもつ児童が増えたものと推察

する。

学級全体における話し合いの質的向上を

図る手だてを講じた取り組みを継続するこ
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28.6 33.3 33.3 0
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問11：教室では，自分の思ったことや考えたことを言え
ますか（平成18年度）

しっかり言える まあまあ言える あまり言えない 言えない
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とで，学級内において友達の意見をきちん

と聞く雰囲気が定着し，児童一人一人がじ

っくりと考え，自分の意見をもつて話し合

いに臨むようになってきている。担任教師

の受容的な態度が功を奏しているのである

が，このような教師の姿勢は「少人数教育

のよさ」を生かそうとする意識があるから

こそ生じやすくなっているものと考える。

(3) Ｃ小学校第６学年における実践

Ｃ小学校第６学年（２学級：56名）では，

「少人数教育のよさ」を生かした教育指導

の工夫改善の視点を次のように設定した。

生活面

「児童の自己有用感の感受」を促進する

ア Ｃ小学校の取り組みの概要

Ｃ小学校の研究の目標は，「少人数教育

のよさ」を生かした取り組みを通して，「知

・徳・体」の基礎・基本の定着等を図るこ

とであり，２年間にわたって実践を行った。

平成17年度には，少人数学級における「場

や形態の工夫」という物理的な面からの取

り組みを主な視点として，授業づくりを行

った。その実践の中で，以前に比べて教師

が児童一人一人を詳細に見取ることが可能

になった。その結果，児童同士のかかわり

が増加し，児童が相互に学び合う場面が見

られるようになったという教師の声も聞か

れるようになった。

また，児童の授業後の振り返りカードの

記述には，「わかった」・「楽しかった」等，

主体的な学びの基となるような記述が徐々

に増えていった。

そこで，２年目となる平成18年度は，児

童の学習状況のより詳細な見取りを，学習

理解の深化につなげることを目標とした。

そのために，単に物理的な「場や形態の工

夫」に留まらず，児童の心情的な側面から

のアプローチとして，「集団づくりの工夫」

や「評価の工夫」等に取り組むことにした。

ここでは，第６学年の担任教師が「児童

の自己有用感の感受」を促進するために取

り組んだ実践について述べていく。

イ 教育指導の工夫改善の手だて

第６学年の担任教師は，児童が自己有用

感を感受するためには，次の三つの要件が

必要であると考えた。

① 授業を理解する

・きめ細かな指導，支援，評価

・教具等の準備

・空間の有効活用

・評価シートの活用

② 友達のよさに気付く

・グループ構成

・話し合い活動

・全員発表

③ 自分のよさに気付く

・肯定的な評価

・学年通信への記載

そして，それぞれの要件について，「少

人数教育のよさ」を生かした主な手だてを，

次のように具体化した。

＜①について＞

第６学年では全体的に，「学習内容が定

着しにくい」という課題があり，担任教師

は様々な手法を用いてこの課題に取り組ん

できた。ここで，「少人数教育のよさ」と

してまず考えられるのは，児童数が絶対的

に少数であることである。このことを担任

教師が改めて意識することにより，個々の

児童に応じた学習環境（よりきめ細かな指

導や支援，評価が可能な習熟度別学習の視

点を含む）の設定や，物理的な教室空間の

有効活用が可能となった。

その結果，児童の授業に対する意欲的な

姿勢が形成され，児童参加型の授業の展開

が見られるようになった。
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担任教師は，具体的に次のような手だて

を考えた。

○ 準備テストや事前アンケート，事後

アンケートや事後テスト，個別のカウ

ンセリングによるクラス編成を，単元

ごとに行う。

○ 教室内にヒントコーナーを設置する。

○ 児童を黒板の前の，意図的に広めに

設置した空間に集め，児童が，教師や

教材とより近い距離で学習する形態を

とる等，教室空間を多様に活用する。

○ 教具等については，各児童に行き渡

るように準備し，児童が十分に教材に

かかわることができるようにする。

○ 児童が個人や小グループで課題解決

をする際の机間指導において，全児童

の名前を記入した評価シートを活用し

て，児童の様子をきめ細かく見取り，

次の展開へつなげるために細かく記録

する。

＜②について＞

○ 算数科の授業において，それまでテ

ィームティーチングや１学級２展開で

行ってきた少人数指導の学習形態から

少人数学級をさらに細分化した２学級

３展開とする。

○ 話し合い活動において，隣同士のペ

アによる小規模な話し合い，３～４人

の小グループ構成による中規模な話し

合い，学級全体による大規模な話し合

いというように，話し合い活動を段階

的に設定する。

○ 児童が発言する機会や時間を保障し

やすいことから，１時間全員発表を基

本とする。

＜③について＞

○ 児童への肯定的評価を行う。

○ 授業の振り返りカードを計画的に学

年通信に記載し，学年全体の児童の様

子を保護者へ伝える。

ウ 第６学年の児童の算数科における意識等

の変容

図39は，平成18年度２学期以降のＣ小学

校第６学年児童の「算数がすきですか」に

対する意識調査の結果である。調査は，各

単元の事前と事後，五つの単元について，

計10回実施した。グラフの横軸は,奇数が

単元に入る前の意識，偶数は単元の学習後

の意識を示している。例えば，横軸の「１」

は，単元「単位量当たりの大きさ」の授業

前の児童の意識を示しており，「２」は同

単元の授業後の児童の意識を示している。

どの単元においても，事前よりも事後の方

が「算数が好きだ」という肯定的な評価が

高まっているのは，非常に興味深いところ

である。また，単元が進むにつれて，肯定

的評価が増加し，否定的評価が減少してい

ることが分かる。なお，「１」・「２」では，

１学級２展開の授業形態であったが，「３」

以降は，２クラス３展開の授業形態で実施

されている。

図39 「算数は好きですか」に対する意識の変化

図39の「７」・「８」は，単元「比」の

学習の事前（「７」）と事後（「８」）にお

ける「算数が好きですか」に対する児童の

意識の変容を示している。また，次頁表１

は，「比」の学習に必要となる知識・理解

の状況を把握するための「準備テスト」と，

学習後の知識・理解の状況を把握するため

の「指導後テスト」の素点を比較したもの

である。
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表１ 単元「比」における素点比較

90点 80点 70点 60点 60点
以上 以上 以上 以上 未満

準 備
16% 6% 4% 9% 65%

テ ス ト

指 導 後
89% 4% 2% 5% 0%

テ ス ト

図39の「７」を見ると，「算数はすきで

すか」に対する児童の肯定的な評価が，前

後の単元における肯定的な評価よりも低

い。これは，表１の「準備テスト」の結果

において，60点未満が65％であることから

も分かるように，児童の「比」の学習に対

するレディネスが不十分であったために，

「算数がすきである」という肯定的な意識

が持ちにくかったのではないかと推察され

る。しかし，「指導後テスト」では，60点

未満が０％になり，90点以上が実に89％ま

で増加している。このことが，事後の意識

調査「８」における児童の肯定的な評価の

増加に結び付いていると言える。

この傾向は，他の単元においても同様の

傾向が見られること，また，単元が進むに

つれて肯定的評価が増加する傾向にあるこ

とから，学習内容が確実に定着しているこ

とが推察される。

エ 第６学年の実践と自己有用感の感受

Ｃ小学校第６学年では教育指導の工夫改

善の手だてとして，「きめ細かな指導，支

援，評価」を行った。別言すれば，それぞ

れの単元において，図40に示す P-D-C-A の

授業マネジメントサイクルに基いた授業実

践を行ったと言える。図中の①②は，どの

ようなクラス編成をし，どのような授業を

展開するかという計画段階(Plan)，③④は

実践段階（Do），⑤⑥は評価段階（Check），
そして⑥から①が次の単元の計画段階に向

けてどのような改善策を講じるのかについ

て検討する改善段階（Action）となる。

Ｃ小学校第６学年の算数科の授業では，

この授業マネジメントサイクルが次単元へ

と移るたびに，更なる改善を遂げながら発

展していくシステムとなっていた。

図40 授業マネジメントサイクル

図41は，授業マネジメントサイクルに基

づいた「④授業」の進行に伴う二人の児童

の振り返りカードの記述である。

Plan

①準備テスト → ②事前アンケート → ③クラス編成

↑ Action Do ↓

⑥指導後テスト ← ⑤事後アンケート ← ④授業

Check

＜Ａ児の振り返りカード＞

ア 12月5日 イ 12月6日 ウ 12月15日 エ 1月19日

Ｃくんのコンパスを 問題を一人でできた ５年生の時にはそこ グラフにしたらこんなに

つかったりするセン 時とかがスッキリした。 までできなかったけ わかりやすいんだなーと思

スがいいと思った。Ｄ 自分だけで式を考えた ど，今日やってみると った。グラフのやり方とか

さんの式を発表した → 時に先生にほめられ → 意外にかんたんだっ → 式とかがもう完ぺきだった。

時とか，Ｂくんの答え たところがうれしかっ た。ＦくんとＧくんは同 ドリルの最後が分からなか

を見て分かった。 た。Eくんの答えを見 じ答えになることとか ったけどグラフにしたから

て，なるほどと思った。 すごい発見をしてい 分かった。今日の課題が達

た。「比」の勉強がワク 成できた。

ワクしてきた。
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＜Ｂ児の振り返りカード＞

オ 12月5日 カ 12月6日 キ 12月15日 ク 1月19日

Ｑ君の意見はユニ → Ｒ君は結果的には Ｑ君の意見を応用し ちょっと「ド７⑤」にひっか

ークだったが，考え 一緒の考えになった て公式が作れた。少数 かりそうだったけど，Ｓ君が

方はわかった。自分 が，考えようとする姿 → ÷多数，今度からは活 → 教えてくれた。そして，今日

も意見を言えてよか 勢が伝わった。今日は 用して行きたい。 は今までの算数の歴代２位

った。初めての「ワク ドリルをやった。簡単 に当たるくらいの算数だっ

ワククラス」もいいな に出来たが，間違えず た。中学になっても楽しみ

と思いました。 に頑張りたい。 たい。

図41 Ａ児・Ｂ児の振り返りの記述

Ａ児の振り返りカード「ア」では，友達

を肯定的に評価することを通して，学習内

容を理解している様子が伺える。「イ」で

は，課題を自力解決することができたこと

の充実感や教師からの肯定的評価が得られ

たことの喜びを感じている様子が伺える。

「ウ」では，第５学年のときと現在の自分

を比較して，簡単にできる自分を実感する

とともに，友達の考えを「すごい発見」と

して受け止めることにより，学習に対する

興味が喚起されている様子が伺える。「エ」

では，自分が行った課題解決のための手だ

てにより，学習内容が理解でき，学習自体

に達成感を味わっている様子が伺える。

Ｂ児の振り返りカード「オ」では，友達

のよさを認めたうえで，自分が所属するコ

ースについて肯定的に受け止めている様子

が伺える。「カ」では，友達を肯定的に受

け止めるとともに，自分を見つめ直すこと

により，学習に対する意志を固めている様

子が伺える。「キ」では，友達の意見を認

め，自己に取り入れようとしている。「ク」

では，友達からの支援により学習が迷うこ

となく進んだことで，友達に感謝するとと

もに，本時の授業に対して十分に満足し，

学習意欲を喚起している様子が伺える。

この二人の児童の振り返りカードへの記

述から，学習における自己有用感を感受し

ている様子を読み取ることができる。いず

れも，図40の「④授業」での感想であるが，

授業の事前と事後における「きめ細かな指

導，支援，評価」，そして，それらを支え

る教師と児童の人間関係の構築が，有機的

に機能していることが伺える。

Ｃ小学校第６学年で取り組んだ「少人数

教育のよさ」を生かした教育指導の工夫改

善の手だては，肯定的な自己評価に留まら

ず，児童が自己有用感を感受するための手

だてとなっていると言える。

子どもの実態に合わせたこれらの手だて

を，P-D-C-A の授業マネジメントサイクル

により，継続的に講じることにより，児童

が学習内容を理解し，友達のよさに気付き，

自分のよさに気付くような授業を行うこと

ができたのであろうと考える。

オ Ｃ小学校第６学年Ｉ組（28名）の児童

の意識の変容

このような取り組みを行ったことで，児

童の意識がどのように変化しているかにつ

いて探るため，平成18年度の調査研究で行

った２回の調査（７月，12月）に加えて，

Ｃ小学校第６学年Ｉ組の児童28名を対象と

して，３回目の調査を２月に実施した。そ

の分析について，以下に述べることとする。

(ｱ) 学習面(1)

次頁図42は，「問１：学校での勉強はよく

わかりますか」に対する児童の意識の変容

を示したものである。
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図42 「問１：学校での勉強はよくわかりますか」に対する

Ｉ組の児童の意識

肯定的な回答の割合が，回を重ねるごと

に増加している。また，否定的な回答が，

３回目は０％になっている。２学級３展開

による授業を実施した後の２回目に否定的

な回答が激減していることから，２学級３

展開という学級編制の工夫改善の手だてが

効果的に機能したと捉えることができる。

(ｲ) 学習面(2)

図43は，「問８：授業中，友達の意見や

考えのよさを感じることがありますか」に

対する児童の意識の変容を示したものであ

る。

図43 「問８：授業中，友達の意見や考えのよさを感じることが

ありますか」に対するＩ組の児童の意識

２回目の肯定的な回答の割合が減少して

いるのは，２回目の意識調査の実施時期が
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２学級３展開を実施し始めた時期にあた

り，単元ごとにメンバー構成を変えていた

ために，人間関係がまだ十分にでき上がっ

ていなかったためではないかと考えられ

る。３回目になると，メンバーが変わって

も人間関係ができており，その結果，肯定

的な回答の割合が増加したのではないかと

考えられる。

(ｳ) 生活面(1)

図44は「問11：クラスのみんなのよいと

ころが言えますか」に対する児童の意識の

変容を示したものである。

図44 「問11：クラスのみんなのよいところが言えますか」に

対するＩ組の児童の意識

授業時間を含め，学級内における人間関

係に対する児童の意識は，１回目から３回

目にかけて肯定的な回答の割合が増加して

いる。特に，２回目以降は「言えない」が

０％になっており，Ｉ組においては非常に

良好な児童同士のかかわりが培われている

と推察される。肯定的な回答の割合が増加

傾向を示していることは，授業を含め，担

任教師の学級経営における，児童同士の人

間関係等に配慮した実践が行われてきた結

果であろうと推察される。

(ｴ) 生活面(2)

図45は「問２：学級での生活は楽しいで

すか」に対する児童の意識の変容を示した

ものである。
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図45 「問２：学級での生活は楽しいですか」に対するＩ組の

児童の意識

「とても楽しい」が，回を重ねるごとに

増加しており，２回目以降は「楽しくない」

が０％となっている。

この設問項目は児童の学校生活全般に関

する内容であり，児童が学校生活を楽しく

送っているかどうかの判断材料ともなる。

Ｉ組の児童の大半が「学校での生活は楽し

い」と意識しており，その割合が徐々に増

えているのは，児童がお互いのよさを認め

合うことができる人間関係を，授業場面・

生活場面のそれぞれにおいて構築する取り

組みが行われた結果であると言える。

カ 教育指導の工夫改善の手だての成果

Ｃ小学校では，「児童の自己有用感の感

受」を少人数教育のよさを生かした教育指

導の工夫改善の視点とし，実践に当たって

は，「①授業を理解する」「②友達のよさ

に気付く」「③自分のよさに気付く」とい

う三つの要件に基づき，教師が教育指導の

工夫改善の具体的な手だてを考えた。

最初に示したように，少人数学級を基本

に置いた学校体制の中で，児童の実態を把

握・分析し，学年・学級における課題を見

い出した教師は，目前の課題に対して自分

たちがなすべきことを吟味し，物理的な側

面・心情的な側面の両面について手だてを

講じてきた。Ｃ小学校での実践を振り返っ
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とても楽しい まあまあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない

てみると，児童が課題解決学習を進めてい

く過程で，教師が「少人数教育のよさ」を

意識して実践するかどうかが大きなターニ

ングポイントであったと言える。教師が「少

人数教育のよさ」を意識したうえで，教育

指導の工夫改善の手だてを実践につなげる

ことで，教師の実践そのものが児童に肯定

的に受け止められ，児童の学校生活全般に

対する意識も肯定的に変容していくのでは

ないかと思われる。ただし，手だてについ

ては，物理的側面・心情的側面の両面から

のアプローチが基本である。これをもとに，

授業の質的向上を追求することにより，児

童一人一人が学習内容を理解することがで

きたと感じ，達成感を味わうことができる。

さらに，友達や自分自身への肯定的な評価

が有機的につながることで，児童同士の良

好な人間関係が構築され，次第に自己有用

感が感受されていくものと思われる。

ここまで「児童の自己有用感の感受」と

いう視点において，その成果を述べてきた

が，「少人数教育のよさ」を生かした教育

指導の工夫改善における成果は，他にも次

のようなものが挙げられる。

○ 机間指導において，評価シートを活用

し，児童の様子をきめ細かく見取り，記

録することを通して，児童のノートの記

録や児童同士の会話の内容，児童と教師

のやり取りから判明する児童の思考の過

程や，児童の表情等に至るまで見取ろう

とする教師の意識が高まった。

○ 少人数だからこそ実現がより一層可能

となる段階的な話し合い活動と，１時間

全員発表に取り組むことにより，教師の

肯定的な評価や支援等が活性化された。

○ 授業の振り返りカードへの記述から，

ある児童が発した誤答をきっかけに，他

の児童が，解への道筋が一つに限らない

ことに気付いたり，自分の思考の過程と



- 40 -

照らし合わせたりしている様子が読み取

れ，児童同士が相互に肯定的な評価をし

合う風土が形成された。

○ 授業の振り返りカードを計画的に学年

通信に記載し，学年全体の児童の様子を

保護者に伝えることにより，保護者から

の肯定的な評価が児童にフィードバック

され，児童自身の肯定的評価が拡大され

た。その結果，児童の内面に，授業への

更なる主体性が見られるようになった。

○ 教師は，一人一人の児童がもつ思考等

を細かく分析・評価しながら授業を行い

児童の思考を正しい解へ導くために常に

修正を加えながら授業を展開することが

できた。

第６学年の教師は，「一部の児童が声を

あげると多くの児童が非主体的に従うとい

う同調的な風土がある」ことを学年の児童

の課題として挙げていた。今回の取り組み

を通して，多くの児童が自分や友達を肯定

的に評価するようになり，学習内容の理解

が促進し，更に授業における将来的な展望

をも実感するようになっている。

なお，Ｃ小学校の実践において，算数科

のすべての単元が終了した時点で，第６学

年Ｉ組の担任教師が，独自に児童の算数科

の授業に関する意識調査を実施した。その

集計結果（図46）からも，本実践の成果を

伺うことができる。

設問１「算数以外に好きな教科が増えましたか」
①とても増えた・・・・・・・・・・１４人
②少し増えた・・・・・・・・・・・１４人
③少し減った・・・・・・・・・・・ ０人
④とても減った・・・・・・・・・・ ０人

設問２「授業中，手をあげる回数は増えましたか」
①とても増えた・・・・・・・・・・２０人
②少し増えた・・・・・・・・・・・ ７人
③少し減った・・・・・・・・・・・ １人
④とても減った・・・・・・・・・・ ０人

設問３「授業がよくわからないとき，先生に質問しやすくなりましたか」
①とてもしやすくなった・・・・・・１５人
②少ししやすくなった・・・・・・・１３人
③少ししにくくなった・・・・・・・ ０人
④とてもしにくくなった・・・・・・ ０人

設問４「授業中の態度は，前よりよくなりましたか」
①とてもよくなった・・・・・・・・ ６人
②少しよくなった・・・・・・・・・１７人
③少し悪くなった・・・・・・・・・ ５人
④とても悪くなった・・・・・・・・ ０人

設問５「学級のきまりを前よりきちんと守るようになりましたか」
①とても守るようになった・・・・・１０人
②少し守るようになった・・・・・・１５人
③あまり守らなくなった・・・・・・ ３人
④まったく守らなくなった・・・・・ ０人

設問６「少人数で学習している（または，二人の先生と学習している）今の授業のしかた
を，今後も続けてほしいと思いますか」

①続けてほしい・・・・・・・・・・２４人
②どちらかというと続けてほしい・・ ４人
③どちらかというとやめてほしい・・ ０人
④やめてほしい・・・・・・・・・・ ０人 （Ｎ＝２８）

図46 算数科の授業に関する第６学年Ｉ組の児童の意識
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Ⅴ 研究のまとめ

全般的には，「少人数教育」に対する教

師の意識が確実に変容し，日々の授業や日

常の教育指導の工夫改善が図られ，その結

果として，微増ではあるが，児童の意識の

変容が見られた。

具体的な成果として次のことが挙げられ

る。

○ 「意識化」から「実践」へ

自校における児童と教師の意識調査の結

果から，教師は両者の意識にずれがあるこ

とを認識した。そのずれを解消するために，

「教室空間の有効利用」や「教具の工夫」

等，「少人数教育のよさ」を生かす教育指

導の工夫改善の視点に沿って，手だてを講

じ，実践を積み重ねた。つまり「意識化」

が，よりよい実践を模索しようとする「行

動変容」を生み出したと言える。

○ 「実践」から「改善」へ

教師は，自分の行った手だてが有効に機

能するように，児童に働きかける。少人数

の場合，教師の働きかけが児童一人一人に

届きやすい。また，手だてが有効に機能し

ているかどうか，見取ろうとする意識が働

きやすく，実際，一人一人の状況を見取り

やすい。見取った結果，手だてが有効に機

能していなければ教師は手だてを改善しよ

うとする。有効に機能していれば，教師は

実践に手応えを感じることができる。少人

数教育における「実践」は「改善」につな

がりやすい。

○ 「少人数教育のよさ」の機能

「少人数教育のよさ」を生かした教育指

導が，「意識化」→「実践」→「改善」と

いう一連の流れの中で行われていくこと

が，「少人数教育のよさ」が機能している

状況であると言える。それを支えるのは，

三つの実践から分かるように，児童同士の

良好な関係構築であった。児童同士の良好

な関係を構築しやすいというよさは，「少

人数教育のよさ」である。

また，課題としては，次のことが挙げら

れる。

○ 「少人数教育のよさ」を生かして教育

指導の工夫改善をした結果，意識の変容

が見られない項目がある。その背景を探

るとともに，新たな手だてを模索する必

要がある。

○ 意識の変容があまり見られない児童が

いる。その児童の課題を改めて見直し，

その児童の課題に合った手だてを講じる

必要がある。

最後に，本研究を推進するに当たって御

指導いただいた県立広島女子大学の有馬健

雄助教授，そして，御協力いただいた研究

協力校の皆さんに心より感謝の意を表すも

のである。

大学指導教官

県立広島女子大学生活科学部

助教授 有馬 健雄

研究協力校

広島市立上温品小学校

校長 池乃本正子

研究推進代表者 藤井 勝巳

広島市立上安小学校

校長 空間 浩道

研究推進代表者 上向井佳子

広島市立鈴張小学校

校長 多田 昭枝

研究推進代表者 森川 友美

広島市立祇園東中学校

校長 北川 威子

研究推進代表者 久保 肇

（所属・役職は，平成18年度のものを表記）


